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加増みつ子   遠山ちえ子  

関戸  勇   小池えつ子  

「国葬」中止、国会開

け、統一協会問題の真相

解明を求め、集会やデモ

が各地に広がり、自民党

政権の基盤を大きく揺

るがす事態へと発展し

ています。岸田首相は、

共産党など野党の憲法

に基づく臨時国会開会

要求に応え国会での十

分な説明行う責任があ

ります。 

に 

広がる 

国会前行動に 4000 人 安倍元首相の国
葬に反対する人々＝8 月 31 日、国会正門
前（写真：９月 1 日東京新聞） 

日本共産党取手市委員会は８月２７日、市立福祉会館に

おいて、党創立１００周年を祝い、県議選での勝利をめざす

つどいを開きました。来賓の無所属市議や市民連合代表か

ら「ぶれずに平和と民主主義を貫き通した」と日本共産党へ

の敬意が示され、県議選での勝利へ「市民と野党の共闘で共

に頑張ろう」と挨拶がありました。 

取手でも「国葬」反対のスタンディング各地で  
安倍元首相の国葬に反対する女性たち＝9月1日、
市内スーパー前（写真：新婦人提供） 

日本共産党 100 周年の集いで記念講演する 
いわぶち友参院議員＝8 月 27 日、取手福祉会館 

８月、日本共産党取手市委員会

が実施したアンケートの回答

は、８月３１日までに１０９３

人寄せられました。 

アンケートは、暮らしについ

て、７７、８％（棒グラフ）が

厳しくなったと答え、コロナと

物価高に加え、公共料金の負担

増と年金減額が家計を圧迫し

ているとし、生活防衛に、食費

や光熱費の節約を一番目に上

げています。 

子育て支援では、子どもの医

療費完全無料化、いじめ不登校

問題への対策、給食費の無償化

と続いています。 

県や市に期待することの問

いに、水道・下水道料金の引き

下げが最も多く示されました。 

東海第２原発再稼働につい

て（円グラフ）、賛成が１８ ,

７％、再稼働せず廃炉へは５

２,４％、わからないが２９％

となっています。 

アンケート全体の詳細は、後

日「明るい取手」の全戸配布で

お知らせします。 

佐野太一県議予定候補は「全

国 8 番目の財政力で、子ども

の医療費完全無料、学校給食を

無料に」「自民党 2 議席独占を

打ち破り勝利したい」と力強く

決意を表明しました。 

いわぶち参議員は、記念講演

の中で、原発再稼働、新増設に

前のめりの岸田首相を批判。

「エネルギーの安定供給は、自

然再生エネルギーへの転換

で」、「東海第２原発廃炉へ佐野

さんを県議会へ」と訴え、安倍

元首相の国葬や自民党など統

一協会との癒着について厳し

く質しました。 

主催者を代表して関戸勇市

議団長があいさつ、党後援会共

同代表は「佐野さんで県議会に

新風を」と勝利へ協力を呼びか

けました。 

つどいで県議選への決
意を述べ支援を訴えた 
佐野太一県議 予定候補 

新型コロナと物価高で 
最近の暮らし向きは 
1,093 件の回答 

再稼働 
せず 
廃炉へ 

52.9％ 

わからない 

28.8％ 

再稼働に賛成 

18.3％ 0 200 400 600 800 1000

きびしくなった 850(77.8%) 
 
 

変わらない  219(20%) 
 

良くなった      1(0.1%) 
 

わからない    23(2.1%) 

国
葬
よ
り
も

国
会
開
け 

東海第二原発の
再稼働について 
1,049 件 

の回答 



明るい取手                                         2022年9月11日号 

  

地
域
医
療
の
セ
ン
タ
ー 

取
手
医
師
会
病
院 

令和３年度決算  一般会計

（歳出）４４４億４千８百万円

（前年比１４．４％減）・国保等

特別会計決算及び令和４年度

補正予算と各種条例など市長

提案議案、請願や一般質問な

ど、市政全般について審議中。

日本共産党は、市民のくらし健

康最優先の市政を求め全力を

尽くします。 

本号では、今議会で審査中の

一般会計補正予算の中でのコ

ロナ対策予算と、国民健康保険

会計の特徴を紹介。 

共産党議員２人の一般質問

等を報告します。 

取手駅西口駅前交通

広場整備に関し、市は、

残るビル一棟の地権者

と「８月２９日正式に合

意が得られた」と加増議

員に答弁。ビル解体工事

と合わせ交通広場・ペデ

ストリアンデッキの第

２期工事は、来年 3 月頃

までには着手、令和６年

３月３１日整備完了の

予定（Ａ街区の使用収益

開始）としました。しか

し A 街区の再開発事業

は、無目的な公共施設導

入計画、事業参加地権者

も確定せず不透明です。 

加増議員は、取手市の

再開発事業からの撤退、

地権者主体で再検討す

ることを強く求めまし

た。 

令和４年度一般会

計補正予算（第８号）

１５億７８００万円

に含まれるコロナ対

策の事業費は約３億

円（国の臨時交付金

50％活用）。 

コロナ禍における

原油価格・物価高騰対

応分として、１８歳ま

で子一人１万円の給

付。給食食材高騰分

（８８０万円）の保護

者負担軽減。生産農家

への緊急補助金６２

００万円などを計上。 

補正予算第７号で

は、ワクチン接種に要

する予算３億８６０

０万円（全額国県支

出）計上しています。 

国民健康保険会計令和

３年度決算の基金残高は

３７億９千３００万円。令

和 4 年 9 月補正予算では

１１億７７００万円を積

み増し計上。市は、令和４

年度末の基金残高は４７

億円の見込みと報告しま

した。 

高い国保税引き下げ「貯

め過ぎた基金還元」を求め

る加入者と議会に押され、

本年度、市は、国保税総額

３億５千万円引き下げま

した。それでもなお国保基

金は昨年度以上に増額が

見込まれています。 

日本共産党は今でも高

い国保税の更なる引き下

げ、子どもの均等割りゼロ

にと引き続き求めます。 

深刻なコロナ感染拡大第

７波の中「無策」と「成り行

き任せ」の岸田内閣の指示

待ちでは、取手市民の命を

守ることはできません。 

小池議員は、「無料で受け

られる検査体制拡大と医療

機関への財政支援」を求め

質問しました。 

市は「国が進めるワクチ

ン接種が最大の防御策」と、

ワクチン頼みの方針を強

調。 

地域で安心して暮らせる

ためには、心配な時に検査

ができ、発症時には治療や

入院ができる医療機関の拡

充は不可欠です。 

小池議員は医療機関への

財政支援を図ることを強く

求めました。 

９月議会提出の請願・意見書 

・旧統一教（協）会汚染調査に関わる請願    

          紹介議員 関戸 勇 議員 

・消費税インボイス制度の実施中止を求める請願 

 紹介議員 遠山智恵子議員 

・「教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度堅持を求める 

い意見書提出を求める」請願   紹介議員 山野井隆議員 

・安倍元首相「国葬」中止を求める意見書    

      日本共産党など提案 

令和６年３月完成予定の取手駅西口広場＝９月５日撮影 
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